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2　歴　代　市　長

代 氏 名 就任年月日 退任年月日 代 氏 名 就任年月日 退任年月日

1 杉村 大入 明 22. 5. 6 明 26 . 7. 9 l l 平野 龍起 昭 1 7. 6.2 5 昭 2 0. 8.1 0

2 松崎 為己 〝26. 9.1 5 〝 3 0. 8. 2 1 2 石坂 繁 〝2 0.1 0. 4 〝2 1. 3.l l

3 辛島 格 〝3 0. 9.1 3 大 2. 1.2 0 13 '1 福田 虎亀 〝2 1. 6.1 4 〝2 3. 2, 9

4 山田 決 ー 大 2. 4. 2 〝 3ユ0.1 0 15 佐藤真佐男 〝2 3. 4. 7 〝 2 7. 3 . 7

5 依田 昌今 〝 4. 1ユ4 〝 6. 9. 3 1 6 # EB E ffi 〝 2 7. 3.2 1 〝3 1. 2.2 3

6 佐柳 展太 6.l l.2 0 〝 10 .l l.1 9 17 -1 坂 口 主税 〝3 1. 3.1 5 〝38 . 1. 4

7 高橋 守雄 . 〝1 1. 1.1 9 〝 14 . 7.1 3 19 -2 0 石坂 繁 " 3 8. 2 .1 5 〝4 5.l l.2 6

8 辛島 知 己 〝1 4. 9.1 4 昭 4. 7. 4 2 1 皇子 敏雄 〝4 5.1 2.2 1 〝4 9.1 2 .2 0

9

10

lilffl サー

山隈 康

昭 5. 2. 5

9. 5 .1 4

〝 9. 4.1 6

〝 17. 5.1 3

2 2 星子 敏雄 〝4 9.1 2.2 1 在 任 中

3　職　　員　　数

(昭51. 4. 1現在)

区 分 ォ
現 員 数

吏 員 そ の 他 計

市 長 事 務 部 局 3,0 8 4 2,8 8 6 1 6 5 3,0 5 1

議 会 事 務 局 2 6 2 5 2 5

選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 2 2 2 0 2 2

監 査 事 務 局 1 4 14 1 4

教育委毎会事務局及び学校その他の教育機 関 7 6 3 6 7 6 6 7 7 4 3

公 平 委 員 会 事 務 局 5 市長事務部局兼務

消 防 局 4 4 3 4 3 2 1 4 3 3

農 業 委 員 会 事 務 局 2 7 2 0 1 2 1

交 通 局 8 0 0 6 6 1 6 5 7 2 6

水 道 局 3 6 8 3 4 2 1 3 3 5 5

計 5,5 5 2 5 ,0 7 6 3 1 4 5,3 9 0

4　給　　与

(1)局別職員給料
(昭51. 4. 1現在)

区 分
局 別

給 料 月 額
平 均年 齢

千 . 均

勤 続年 数最 高 最 低 平 均

市 長 事 . 務 部 局
3 4 9,5 0 0 円 7 6,5 0 0 円 1 6 3,2 0 6 円

4 0 才 0 0 月 1 5年 0 1月

議 会 事 務 局 2 8 6,1 0 0 9 4 ,5 0 0 1 6 9,8 3 6 3 7 0 2 1 4 0 6

選挙管理委員会事務局 2 3 3,8 0 0 7 8 ,9 0 0 1 4 8,7 9 5 3 7 ・ O S 1 3 0 3

監 査 専 一務 局 2 7 0,9 0 0 1 0 3,8 0 0 1 8 7 ,2 0 7 4 1 1 0 1 5 0 9

教 育 委 員 会 事 務 局 2 9 0,4 0 0 7 6,5 0 0 1 6 9 ,2 7 1 3 9 0 4 1 5 0 0

消 防 局 2 5 8,0 0 0 7 6,5 0 0 1 5 5,5 8 1 3 5 0 9 1 2 0 2

農 業 委 員 会 事 務 局 2 4 3,7 0 0 8 9,1 0 0 1 7 2,5 4 3 4 0 0 7 0 4

交 通 局 2 5 9,6 0 0 8 3,9 0 0 1 6 4,8 0 0 4 3 - 0 5 1 7 0 2

水 道 局 2 7 0,9 0 0 7 6,5 0 0 1 7 8,9 4 9 4 2 0 5 1 7 0 0

計 3 4 9,5 0 0 1 0 3,8 0 0 1 6 4 ,7 6 0 4 0 0 3 1 5 0 3
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(2)初任給基準
(昭、51. 4. 1現在)

職 種 等 級～ 号 俸 初 任 給 備 考

般

職

- サ m m

上 級 職 6 ～ 3
9 1,7 0 0円

- 般 職 給 料 表 適 用

中 〝 7 ~ . 7 8 3,9 0 0

初 〝 7 ~ 4 7 6,5 0 0

保 母 中 〝 7 ′.) 7 8 3,9 0 0

】 般 技 術

上 〝 6 ～ 3 9 1,7 0 0

中 〝 7 ′.〉 7 8 3,9 0 0

初 〝 7 ～ 4 7 6,5 0 0

薬 剤 師 上 〝 6 ~ 3 9 1,7 0 0

獣 医 師 上 〝 6 ～ 3 9 1,7 0 0

栄 養 士 上 〝 6 ～ 3 9 1,7 0 0

Ⅹ 縁 技 師 中 〝 7 ～ 7 8 3,9 0 0

衛生 検査 技師 中 〝 7 ～ 7 8 3,9 0 0

保 健 婦 上 〝 6 ～ 3 9 1,7 0 0

助 産 婦 l上 〟 6 ～ 3 9 1,7 0 0

看 護 婦 高等 看 護学 院卒 7 ～ 9 8 9,1 0 0

* t m ォ 準 看 養 成 所 卒 7 ～ 3 7 4,3 0 0

消 防 職 高 校 卒 7 ′〉 1 8 1,3 0 0 消 防 職 給 料 表 適 用

医 .療 職
大 学 院 卒 4 ~ 9 1 5 5,1 0 0

医 療 職 給 料 表 適 用
大 学 卒 4 ~ 2 1 0 7,8 0 0

教

育

高 校 教 諭
大 学 卒 2 ～ 3 8 6,7 0 0 教 育 職 .給 料 表 (1) 適 用

短 大 卒 3 ～ 5 7 5,1 0 0 各々採用時1 2 月短 縮を含 む

幼 稚 園 教 諭
大 学 卒 2 ～ 2 8 6,0 0 0 教 育 職 給 料 表 (2) 通 用

職 短 大 卒 2 ～ 5 7 4,4 0 0 各 採々用時 1 2月短 縮を.含む

(3)特別職の給料及び報酬

区 分 現 行 給 料 月 額 .施 行 年 月 日 改 正 前給 料 月額 施 行年 月 日

市 長 6 3 0 ,0 0 0 円
昭 5 1. 4 . 1

4 8 0 ,0 0 0 円
昭 4 8 . 1 2 .1

助 役 5 0 0 ,0 0 0 〟 3 8 0 ,0 0 0 〟

収 入 役 4 5 0 ,0 0 0 〟 3 4 0 ,0 0 0 〟

常 勤 監 査 委 員 3 0 0 ,0 0 0 昭 4 9 . 4 .1 2 3 0 ,0 0 0 昭 4 8 . 4 . 1

企 業 管 理 者 3 2 0 ,0 0 0 〟 2 4 5 .0 0 0 〟

教 育 長 2 9 0 ,4 0 0 昭 5 0 . 1 0 . 1 (→ 担戟 1 等級適用) 2 6 6 ,1 0 0 昭 5 0 . 1. 1
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区 分 環 行 報 酬 額 血行年月 日 改正前 報酬額 施行 年月 日

教 育 委 負 会

委 兵 長
月 額 4 8 ,0 0 0 円

昭 5 0.4 .1 4 0,0 0 0 円. 昭 4 9.4一1

委 員 月 夜 3 5,0 0 0 3 0 ∫JO O

監 査 委 負

知 軌匪験を有す る者 のうちか ら遍任 された

撃 査 委 員 ( 非 常 勤 )
月 叡 6 0,0 0 0 5 0,0 0 0 暗 4 9.4 .1

布 革会議員の うちか ら選任 された監査委員 月 額 1 8 ,0 0 0 1 5 .0 0 0 〟

公 平 委 月. 負
委 員 長 月 額 2 2 ,0 0 0 2 0,0 0 0 昭 4 9.4.1

委 員 月 .額 2 0,0 0 0 1 8,0 0 0

選挙管理委員会

委 員 長 月 額 2 2 ,0 0 0 2 0,0 0 0

委 員 月 .額 2 0,0 0 0 1 8,0 0 0

毎時 に選 挙 管 理委 員 に充 て られ た補充 兵 日 額 4,0 0 0 2,5 0 0

投 票 管 理 者 及 び 開 票 管 理 者 1 回につ き 3,4 0 0 昭 4 9 .6.5 2,5 0 0 昭 4 6 .6.9

選 挙 長 1 回につ き 3,4 0 0 2,5 0 0

投 票 立 会 人 一P、 .開 票 立 会 人 及 び 選 挙 立 会 人 1 匝トにつ き 2,7 0 0 1,2 0 0

固 定 資 産 評 価 審 査 委 負 会 委 員 B m 4,0 0 0 昭 5 0.4.1 2.5 0 0 昭 4 9. 4. 1

M i d *

会 長 月 額 2 2,0 0 0 1 5,0 0 0 ′′

副 会 長 、 部 会 長 及 び 副 部 会 長 M m i 8 ,o o o 1 3,0 0 0

部 会 の 委 員 及 び そ の 他 の委員 月 額 1 5,0 0 0 l l,0 0 0 一

( そ の 他 の 委 員 ) n m 9,0 0 0

法律又は これ に

基づ く政令 の定

め ると とろによ

り置 かなければ

ならない附属 機

関 の委 員

農 業 共 済 損 害 評 価 全 委 員

防 災 会 議 委 員

水 防 協 議 会 委 員

建 築 審 査 会 委 員

土 地 区 画 整 理 審 議 会 委 員

国 民 健 康 保 険 運 営 協 議 会 委 員

保 健 所 運 営 協 議 会 委 員

籍 核 審 査 協 議 会 委 員

公 民 館 運 営 審 議 会 委 員

年 額 5,0 0 0 昭 4 9.4.1 4 ,0 0 0 昭 4 a 4. i

日 額 2,5 0 0 2,0 0 0

そ の 他 の

附属横国 の委員

住 居 表 示 審 議 会 委 員

都 市 計 画 審 議 会 委 員

公 害 対 策 審 議 会 委 員

社 会 教 育 委 一員

博 物 飴 協 議 会 委 員

日 額 2 ,5 0 0 ′′ 2 ,0 0 0 昭 4 8.4. 1

婦 人 相 談 員 m m 5 0,0 0 0 昭 5 0.4.1 4 0 .0 0 0 昭 4 9.4.1

社 会 教 育 指 導 員 月 額 5 1,0 0 0 4 2,0 0 0

そ の 他 の 非 常 勤 の 職 員

年 額 4 0,0 0 0 円以 内

月 額 6.0 0 0 円以 内

又 は 日敬 4 ,0 0 0 円以 内 に

お い て市長が定 める額

〟

3 0 ,0 0 0

5,0 0 0

8,5 0 0
昭 4 8.4.1
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(4)旅　　費
(昭50.1 2.1 9適用)

区 分 鉄 道 貸 船 賃

日 当

( 1 日につき)

宿 泊 料

( 1 夜 に つ き )

食 卓 科

( 一 夜

につ き )甲 地 方 乙 地 方

.7ぎ

市 長 . 助 役 .

敬 . 入 役

運賃の等級を 2 階級 運賃 の等級 を3 階級 円 円 円 円

1 に区分する線路にあ

っては上級の運賃

運賃 の等級 を設け夜

に区分す る船舶に あ

っては 中級の運 賃、

2 階級 に区分す る船

2.1 0 0 1 0 ,4 0 0 9 ,4 0 0 2.1 0 0

2

企 業 管 理 者 等 及

1,6 0 0 8 ,1 0 0 7,3 0 0 1,6 0 0ぴ 3 等 級 以 上 の い線路 にあ っては、 舶 にあっては上級の

職 務 に あ る 者 その乗車 に要する運

賃及 び特別車両料金

運賃

ただ し、鉄道連絡

3

4 等 級 及 び 5 等

1.3 0 0 6 ,5 0 0 5 ,9 0 0 1,3 0 0級 の 職 務 に あ る を徹す る客車を運行 船 にあっては鉄道運

者 す るものによる旅行

をす る場合には特別

車両料金

賃 に同じ

4
6 等 級 の職 務 に

あ る者

1,1 0 0 5 ,2 0 0 4 ,7 0 0 1,1 0 05

7 等 級 の職 務 に

あ る者

(荏)

1普通急行列車又は準急行列卓を運行する線路による旅行で、片道1 0 0 km以上の旅行には鉄道賃の

ほかに普通急行料金又は準急行料金を支給する

2　特別急行列車を運行する線路による旅行で、片道3 0 0 Km以上の旅行には、鉄道賃のほかに特別急

行料金を支給する

3　船賃の額は、はしけ賃及びさん橋賃を含むものとし、公務の必要により、別に寝台料金を必要とした

場合には船賃のほかに現に支払った寝台料金を支給する

4　甲地方と放、東京都の区・京都市・大阪市・名古屋市.神戸市及び横浜市をいい.乙地方とは.その

他の地をいう

5 「企業管理者等」とは企業管理者及び常勤の監査委員をいう

6 「何等級の職務」とは、熊本市「役職の職員の給与に関する条例(昭和2 6年条例第5号1第3条第2

i.∴:・I "・;"'・こ・i. .・　-:}'.1'!.".・・.".,I.'lミ';:I*;　　　、・'''.サ.',こ,・、 ・ ・純白給II*、 、∴IV∴こ・''' II

について市長が定めるこれに相当する職務をいう
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5　基　本　構　想

(1)目　的

この基本構想は、熊本市将来の望ましい都市像およびこれを達成するための施策の大綱を定めることによ

り、総合的かつ計画的な行政の運営をはかることを目的とする。

(a)目標年次

この基本構想は、昭和6 0年を目標年次とする。

(3)発展の方向

ア　地位と役割

太市は、九州中央の歴史ある城下町として知られ、行政,教育,経済の管理都市として繁栄してきた。

近年、産業経済の発展と交通通信網の発達は、日本列島の様相を一変しつつあり、わが国は,高速化,

都市化、情報化、そして国際化の時代と呼ばれる新しい未来に向って大きな転換を遂げようとしている。

このような情勢変化は、とかく開発が遅れがちであった九州に,浮上の好機をもたらそうとしており,

従ってまた,本市は、その位置的有利性と、土地.労力等の発展可能性をエネルギーとして新たに飛躍

の時期を迎えようこしている。

ここに本市は、開発の始動条件の整備,資源の活用、管理諸枚能の充実および環境の保全をはかり、地

域洞発の主導的使命を果たし、市勢の伸展と市民福祉の増進に努め、もって健康で明るく、豊かな.そし

て平和な市民生活の実現を目ぎすものである。

イ　将来の展望

①　人　口

目標年次における現市域人口は,約6 0万人と推定される。

②　就業構造

目標年次における本市の就業人口は、約3 0万人、その産業別構成は、第1次産業2%、第2次産業

3 2%、舞3次産業66%と推定される。

り　都市像

本市将来の振興発展の方向と目標を示す都市像を次のとおり設定する。

①　縁と水にかがやく明るい福祉都市

豊かな緑と水を生かして生活環境を整備し,積極的な社会開発により社会福祉を充実し,安全で平和

な,健康で明るい生活を享受できる福祉都市を建設する。

②　風格ある文教都市

美しい自然と伝統にはぐくまれた文化をより香り高いものとし,学術枚能の集積を高め.平和に寄与

し国家社会に貢献する人間を育成する風格ある文教都市を形成するo

③　活力にみちた中枢管理都市

交通通信施設の整備を基幹に,情報の交流を高め、産業経済の繁栄をはかり,行政的および経済的管

理諸機能の拡充教化に努め、活力にみちた中枢管理都市としての発展をはかる。

エ　土地利用権憩

本市の恵まれた自然環境と九州中央の抱点という立地条件をふまえつつ、枚能的な都市活動を弓封ヒし.

-33-

量ヨ



健康で文化的な都市としての調和ある発展と秩序ある形成を目ざして次のように地域の用途を区分する。

①　住居用地域

中央および東部・北部の適地ならびに西部・南部の一部を主たる住居用地域とするO

住居用地域については.すぐれた屠住環境の確陳に努める。

また、適当な地区を文教地区に指定して学校施設の環境保全をほかる。

②　商業用地域

交通至便な都心部および各地区の拠点となるような市待地を商業用地域として商業の振興をはかり、

都心部については,必要な地区を高度利用地区に指定し、都心機能の東新をはかる。

なお、適地を選び流通業務地区に指定し、物的流通施設の整備をはかる。

③　工業用地域

臨海部および内陸部の適地を選んで工業用地域とし、工業の集中的活動地域としての整備をはかり、

散在する中小工場の団地化および都市型工業の立地を促進する0

④　農業用地域

その他の地域は、おおむね農業振興地域とし,農業基盤の整備と優良農地の保全に努める。

(4)施策の大綱

ア　市民生活

面民生活の安定・向上をほかるため、次の施策を積極的に進める。

(丑　コミニティ

コミニティ施設を適正に配置し、この施設における市民相互の接触と活動をとおして,自治意識の

高揚をはかり、社会教育の普及徹底と相まって、異に民主的な住民自治の実現を目ざすo

②　住　　　宅

住宅需要動向に対応して、施設の五島を1世帯1住宅から1人1室に進めるo

中央部については,中高層住宅の建設により職住近接、土地の高度利用をはかり,周辺部について

は、住宅地の開発により良好な環境下における住宅建設を促進するo

③　市内交通

増大する市内の交通混雑に対しては,市民の足を確保するため、市内交通機関のより効率的な大量

輸送観閲への移行をはかる。

市民生活の安全と利便の確保のため、生活道路の整備とあわせて、交通事故防止のための歩早道分

離等交通安全施設の拡充整備に努めるo

④　公園緑地

全市にわたり公園緑地の適正配置と面積の拡大をはかる。

縁の保存と育成および豊かな水の保全と利用によって「森と水の都」の声価を高める。

⑤　保健衛生

市民の健康を保持し明るい生活を確保するため、予防、相談、治療等の健康管理体系を充実強化す

るとともに市民組織等との緊密な協力により、市民の健康増進および保健思想の向上をはかる。
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⑥　清　　　掃

社会情勢の変化に対応し、合理的な計画により,贋乗物をすみやかに.かつ,衛生的に処理する。

⑦　公　　　害

市民の健康を保護し生活環境を保全するため,公害基本法の主旨にのっとり.公害防止の諸施策を

積極的に推進する。

⑬　消費者行政

国県の施策に呼応し、消費生活の合理化を促進し消費者保護に努める。

イ　文教・福祉

すぐれた市民を育成するととも把恵まれない人々をまもるため,次の諸施策を実施して、文教、福祉

の充実をはかる。

①　学校教育

明日をになう健全な市民育成のため、教育環境の整備に努めるO

義務教育および幼児教育については.人口分布の変動に即応して施設の規模および配置の適正化に

努め,教育者の資質向上および施設内容の改善充実をはかる。

高等学校については,教育内容の多様化・高度化の要請に対応して施設の増設および充実をはかる。

大学および研究・調査親謁の新設・拡充を促進して学禰研究機能の充実をはかる。

②　社会教育

社会教育施設を充実強化し、生涯教育の徹底をはかる。

公民館・各種スポーツ施設等による社会教育諸活動をとおして,市民の実生活に即した文化的教養

を高め,体力を増進する。

③　市民文化

本市のすぐれた自然と伝統によってつちかわれた文化をさらに育成教化する。

文化諸施設を整備し、開発と保存の調和をはかりつつ又化財の保護に努め、市民の文化活動をとお

して個性ある市民文化を醸成する。

④　社会福祉

明るく健康なm.民生活の確保を目ぎして、児童福祉老人福祉の充実をはかり,心身障害者、母子

家庭および低所得者の更生援護の謝ヒに努める。

このため,国・県・市および民間の緊密な連携,協力のもとに、保育所、老人ホームおよび更生施

設等,福祉施設の整備をはかり,各種社会保障制度の拡充に努める。

り　産業経済

豊かな市民生活と本市の繁栄を目ざして産業経済の振興をはかるため、常に市民の福祉と経済社会の

動向を考慮しつつ,本市の特性を生かし次の諸施策を講じる。

①　商　　　業

商業環境の整備,協業化・共同化の推進等近代化の諸施策を進める。すなわち.都心部および周辺

,部の適地に、それぞれ魅力ある商店荷の形成をはかり・また、物的流通施設の整備を促進して広域流

通放散を充芙し、国内版略の拡張を促進するとともに海外貿易を振興する。
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②　工　　　業

本市都市圏の臨海部および内陸部に工業団地の基盤整備をはかり,既存工業の近代化を促進し、あ

わせて関連産業を誘発して既存産業に相乗効果をもたらす非公害型の工業の育成・導入をはかり,塞

市産業の新しい活力としての発展を目ざす。

r*m召　　　関

観光資源の保存、開発および創造を強力に推進して観光的利用をはかり,あわせて全市民のレクリ

エーションに活用し,観光諸施設の整備と新たな観光価値の再発見に努め,観光拠点都市としての機

能を弟化する。

④　農林水産業

農業の生産性向上と農業者の所得増大を目途とし、農業関係基盤の整備をはかり、あわせて生産環

境の保全に努め,都市近郊農業の特色を生かした、近代化された主産地形成を目ざすとともに需要の

動向に即応できる態勢づくりを推進する。

時代の要請に対応して生産性の高い水産業の振興をほかる。

⑤　中小企業

本市産業の大半を占める中小企業については、激しい環境変化に対応できるよう高度化、近代化を

進め、体質の改善と経営の安定化をはかる。

⑥　労働力

優秀な労働力の集積・定着と、潜在労働力の活用をはかる諸施策を積極的に推進し、経営能力なら

びに技術および技能の向上に努め.もって、本市の九州における経済の中核的地位を高める。

エ　都市基盤

充実した中枢管理機能、健康で文化的な市民生活および効率的な都市活動の基礎となる都市基盤の整

備を目ざして次の施策を推進する。

①　市街地開発

快適かつ・能率的な都市の実現のため、市術地としての開発および既存市街地の再開発を行う。

すなわち周辺地域においては,土地区画整理事業を促進して良好な住居環境と効率的な産業施設の

配置をはかり・熟し部の過度の集中により機能の停滞している地域においては、関係者の力を結集し

たJ再開発により都市機能の充実蛍化をはかる。

②　交通運輸

九州の中枢都市としての管理機能を効率的に発揮するため、高速自動車道の建設、国道および主要

地方道の改良ならびにノミイパス建設を促進する。

増大する道路交通に対処し、かつ、上記幹線道路に連絡するため放射状および環状の都市計画道路

ならびに主要市道を整備する。

・・ I-こL-.・ '・,."、・ i : --r--i-.こ・~:・さ・・蝣-.rU1、・一し'N-ii j.-,.'.'T"'・'!" 、　蝣・:;.一蝣蝣・一蝣'蝣_・'.;;-n　_i-

る。

新港湾の建設を促進し,生産の向上と流通舶巨の充実をはかり,もって産業開発の起動力たらしめる。

鉄道については、九州新幹線の建設を促進するとともに,市横地部における高架化または立体交差
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化を促進する。

現空港は、将来、国際空港として機能させるため施設の整備を促進する。

⑳　上　水　道

上水道需要に対応して、常に良質、かつ、豊富な水を確保する。原水は地下水に求めることを基本

とする。

④　下　水　道

都市排水を計画的に処理するたあ,公共下水道、都市排水路を整備し、市民生活環境の向上および

公共用水域の水質保全をはかる。

⑤　防　　　災

水害のおそれがない安心して住める街にするため、白川および諸河川の抜本的改修を促進するとと

もに,西山地域における小河川については,砂防対策を中心に災害防止対策の充実をはかも

火災その他の災害に対しては、予防体制を確立するとともに消防施設や扱動力を増車し、激増する

救急業務に対しては救急体制の充実を促進する。

(5)推進体制

ア　市民参加

広報.広醇活動の車力な推進により市民の創意と良識を結集し、もって.この構想の円滑な親を期

する。

イ　広域行政

住民の生活圏の広域化に対応しつつ.国の広域生活圏構憩に基づき、開係市町村との協力および各自

の特性に応じた機能分担の下に、地域の一体的発展のため広域行政の推進をはかる。

ウ　行財政運営

市民生活の向上および社会経済の発展にともない量的に増大し質的に多様化する行政需要に対処し、

もって本構想を効率的に達成するため、本市行財政運営の近代化に努める。

(昭和46年7月15日議決)
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6　広　報・広　聴

(1)広　　　報

ア　広報広聴連絡業務

広報広聴委員会(部長)により一様の連絡に当たっている。

委員会　20名　　月1回開催

イ　広報刊行物

「くまもと市政だより」

毎月1日発行・B5版・10ページ

1回の印刷部数152,000部

配布方法は文書配布委託者を通じて各世帯に配布。

「点字市政だより」

毎月1日発行・20ページ

1回の印刷部数　200部(郵送)

編集は熊本市視聴覚障害者福祉協会に委託。 (内容は市政だよりから抜すい)

「市民グラフ」

年3回発行・A4版・12ページ

1回の印刷部数　5,000部

写真による市政広報

「目で見る市政」

施設めぐり参加者.各小中学校.各種会合に配布。 2年に1回発行・ B 6版

発行部数　5,000部

ウ　テレビ・ラジオによる広報

番組(年間24回)

「わたしたちの時間」

RKK・TV　毎月第2土曜日午後1時45分から15分間

「おはようくまもと」

TKU・TV　毎月第4土曜日午前7時45分から15分間

テレビ・スポット「市政だより」

RKKォTV　毎週月曜日午後6時50分から20秒(年52回)

毎月最終週火曜日～金曜日の午後0時40分から2 0秒(年4 8回)

TKU・TV　毎週月曜日午後7時から20秒(年52回)　)

毎月最終週月確日～金曜日7)午前9時から20秒(年6 0回)

テレビ年賀

RKK・TV　市長の年頭のあいさつ　1月1日

官公庁だより

NHKラジオ　毎週水・土・日曜日の午後6時50分からの「官公庁だより」に広報資料提供
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エ　新聞広報

市政について市民の十分な理解を得るため、日刊紙の紙面を利用するO

オ　その他の広報

広報写真の展示

市庁舎内3個所_　デパ-ト1個所に設置.月2回掲示。

町内広義板の利用

各町内自治会ごとに設昆布の行事、催しのポスター-　ビラ、その他を掲義

時B^E均ZE甲E^^E

関係課に回覧し、特に参考になるものは照会調査する。

テレフオンサ-ビス

電話により市民ニユースのサービス(TEL56-6 460 ) 1 50秒以内、毎週水曜日内容入れ替えo

市施設めぐり

年4回実施　汚水処理場、清掃事業所、消防署など

1回1 0 0名程度、バス2台、 -」投市民から募集。

窓口テレビ放映

市民課の窓口、東・西にテVビを設置、市政広報番組のVTRと倉知らせを放映。

行事予定表作成

月報(毎月20日作成)

週報(毎週金曜日作成)

日報(毎日前日作成)

報道横臥市会議員_各学校、各課に配付　340部

市政記者室、広報課

I

広報車等の利用

広報車(ぎんなん号)放送謝旨付、行事その他の広報o

広報取材車　　　　放送設備付、広報事項の取材のほか行事その他の広報を行う。

5^Ef?n監H2」l問

市長の定例記者会見　毎月1回

局部長定例記者会見　毎月2回

報道機関(市政記者)に対する報道資料の提供。

(荏)記者クラブ加入社　( 1 1社)

朝日・毎日・読売・西日本・熊日　NHK-RKK-TKUォ日本経済・時事通信・共同通信
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(2)広　　　聴

ア　市民の声処理状況

(昭和5 0年度)

地 域

項 目
中 央 東 南 西 北 計

A

受 付 累 計

虫 処 理 累 計 次 年 度

へ ( A

B / A

百 分完 結 回 答 計 - B )

1
企

画

広

戟

企 画

事 務 管 理 1 1 1 1 1

そ の 他

合 計 1 1 1 1 1 1 0 0

n

総

ォ

職 員 の 接 遇 、 膿 務 4 2 6 6 6 6

市 有 財 産 1 1 1 3 4 4 4

税 務 1 1 1 3 3 3 3

そ の 他 2 1 3 3 2 1 3

合 計 8 5 2 1 5 1 6 2 1 4 1 6 1 0 0

3

市

氏

自 治 振 興 1 1 1 1 1

交 通 安 全 対 策 2 5 2 2 l l 1 4 4 1 0 1 4

戸 籍 、 住 民 票 2 o 2 2 2

保 険 、 年 金 1 1 1 1 1

福 祉 7 3 1 l l 1 2 1 2 1 2

保 護

防 犯 灯 1

そ の 他 6 4 4 1 2 3 2 9 2 9 8 2 0 2 8

合 計 1 8 1 2 7 1 4 4 5 5 6 0 1 2 4 6 5 8 2 9 7 .

4

衛

壁

衛

壁

公 P 書 1 1 1 3 3 1 2 3

河 川 汚 濁 1 1 2 2 2 2

悪 臭 4 1 6 4 2 6 3 2 3 2 3 0 3 0

ョ s 2 6 2 1 1 1 2 . 1 3 5 8 1 3

煤 塵 2 2 2 2 2

そ 族 、 昆 虫 1 5 1 1 8 8 7 7

野 犬 2 1 2 1 6 6 1 5 6

保 健 予 防 4 8 3 1 5 1 7 3 1 2 1 5

空 地 管 理 4 2 2 2 3 1 5 4 6 4 6 3 4 2 4 5

そ の 他 1 4 1 6 6 6 6

4 、 計 1 8 6 2 1 9 . 8 2 5 1 3 2 1 3 5 1 3 1 1 6 1 2 9 6 9 6

清

掃

こ み 5 9 1 1 6 2 2 2 2 5 1 7 2 2

収 集 も れ 1 3 4 4 4 4 .

不 法 投 棄 4 8 6 1 1 2 0 2 0 9 l l 2 0

汲 取 り も れ 2 2 2 2 2

% 1 1 2 2 2 2

そ の 他 1 6 1 8 9 Z 7 9

小 計 1 2 2 8 8 2 8 5 8 5 9 1 8 4 1 15 9 1 0 0

合 計 3 0 9 0 2 7 1 0 3 3 1 9 0 1 9 4 3 1 1 5 7 1 8 8 6 9 7

5

経

済

商 工 5 1 2 q 1 2 l l l l

農 林 1 4 2 7 7 1 、 6 7

m * 3 3 3 3 3

用 水 路 2 3 8 2 1 1 6 1 6 5 8 1 3

そ の 他 1 1 1 1 1

合 計 8 1 0 1 .0 2 6 3 6 3 9 6 2 9 3 5 4 9 0

6

a

K

道

路

舗 装 新 設 5 1 9 6 1 4 1 0 5 4 5 7 5 4 4 4 9

舗 装 修 理 2 5 2 4 8 1 0 1 6 8 3 8 6 6 7 9 7 6

砂 利 散 布 1 2 0 8 9 1 5 5 3 5 4 4 1 1 0 5 1

修 理 3 8 4 7 3 2 5 2 7 1 5 1 0 2 5

新 設 拡 幅 2 2 3 2 2

側 壁 2 1 2 5 6 3 3

河 川 7 1 3 1 1 2 1 2 4 8 1 2

橋 柴 3 1 4 7 3 2 5

交 通 安 全 施 設 6 9 3 1 2 1 2 4 2 4 6 l l 2 0 3 1

市 道 認 定 1 1 3 2 4 l l 1 2 1 0 1 0

境 界 3 5 1 2 2 1 3 1 7 1 l l 1 2

衝 灯 2 5 1 1 9 1 0 6 4 1 0

I 事 に 付 随 2 6 3 *7 1 3 1 5 5 7 1 2

小 計 4 8 1 0 6 3 8 6 5 6 9 3 2 6 3 5 2 1 5 8 1 4 0 2 9 8 5 4 8 5
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地 域 .

項 目

中 央 * . 再 西 北 計
A

受付 累 計

B 処 理 累 計 次年 度

へ ( A

- B )

a / A

首 分 此完 結 」司名: 計

6

痩

設

側

m

& * 1 8 6 0 7 1 3 1 7 1 1 5 1 2 3 1 1 5 1 1 1 6

修 理 3 1 5 3 5 7 3 3 3 5 1 9 l l 3 0

新 設 5 1 5 9 5 5 3 9 4 2 2 3 5 3 7

董 3 3 7 7 4 1 8 6 9 6 9 3 7 2 8 6 5

暗 渠 1 5 2 1 9 l l 6 3 9

排 水 路 4 9 7 1 9 1 9 5 8 6 4 3 1 2 1 5 2

工 事 VE 付 随 3 1 1 5 6 1 3 4

小 計 3 4 1 4 4 3 4 4 9 6 7 3 2 8 3 5 0 2 1 1 1 0 2 3 1 3 3 7 8 9

下

水

道

政 務 1 .4 1 1 3 1 0 1 0 5 4 9

<& 7 2 9 l l 8 1 9

新 設 1 2 2 5 5 5 5

桝 4 3 2 9 9 6 2 8

受 益 者 負 担 金 1 1 1

工 事 に 付 随 6 9 1 1 1 7 2 5 6 1 6 2 2

小 計 1 8 1 9 1 4 8 5 0 6 1 2 5 2 .9 5 4 7 8 7

都

市

開

栄

区 画 整 理 1 7 1 9 1 0 4 6 1 0

公 園 、 広 場 4 8 2 1 4 1 8 2 1 2 1 4

緑 地 、 線 化 3 2 1 3 9 1 0 1 8 9

/j、 計 8 1 7 2 5 3 2 3 8 7 2 6 3 3 5 8 7

m

*

建 築 指 導 5 l l 5 4 2 5 2 9 1 2 1 2 2

市 営 住 宅 1 3 1 2 7 8 1 7 8

日 照 権 1 5 1 7 7 1 6 7

/)、 計 7 1 9 5 1 7 3 9 4 4 3 3 4 3 7 7 8 4

そ の 他 4 7 7 1 8 2 0 6 1 3 1 9 1

合 計 1 1 9 3 1 2 7 8 1 2 1 1 6 3 7 9 3 8 6 5 4 1 0 3 4 4 7 5 4 1 1 1 8 7

7 教 育 2 4 3 2 3 1 4 2 0 1 1 6 1 7 3 8 5

8 交 通 2 7 2 4 1 5 1 6 1 1 4 1 5 1 9 4

9 水 道 4 1 3 3 4 6 3 0 3 1 .9 1 8 2 7 4 8 7

1 0 消 防 1 2 1 4 4 4 4 1 0 0

l l

外 園

部 団

機 体

国 3 5 2 1 0 1 0 1 0 1 0

県 6 7 2 9 4 2 8 2 9 2 2 5 2 7

そ の 他 2 1 1 2 6 6 1 5 6

合 計 l l 1 3 3 l l 6 4 4 4 5 3 4 0 4 3 2 9 6

1 2 市 政 以 外 4 4 2 2 1 2 1 3 1 1 2 1 3

ー 総 計 2 0 7 4 7 0 1 3 5 1 6 8 2 2 9 1,2 0 9 1,3 0 4 4 7 6 6 9 5 1,1 7 1 1 3 3 9 0

前 年 同 期 2 9 1 5 8 7 1 2 4 1 7 9 2 2 7 1.4 0 8 1,5 1 2 5 8 4 8 3 4 1,4 1 8 9 4 9 4

方 法

受付

==
文 * そ

計
請 香 庁

の
他

累 計 . 5 7 9 5 5 4 2 9 1 4 6 1,2 0 9

百分比 4 8 5 3 5 1 2 1 0 0
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受付

相 苦 質 陳
計

読 鰭 壁 悼

累計 16 87 1,047 59 1,209

百分比 1 7 87 5 100



イ　~特別相談

種 類 内容 曜. 日 . 時 担 当 主 な 相 談 相 談 件 数

消 費地 欧
i!|. 消 費 生 活 買 い もの に つい て の 相 談 . 商 品 の 晶

2 5
: 3 0 ~ 1 6 : 0 0 コ ンサルタン′ト 質量 El.値段 衛 生 な どに つい ての 問 題

税 務 相 談
㊨ 税 理 士 会 法人 税 . 所 得 税 . 譲 渡所 得 税 . 相続

5 6
1 3 : 0 0 一-1 6 : 0 0 熊 本 県 支 部 税 . 青 色 申 告 . 固定 資 産 税 な ど

人 権 相 談
h

人 権 擁 護 委 員
名書 の侵 害 . 借 地 借 家 . 金 銭 の 貸 借

1 4 0
1 3 = 0 0 ~ 1 6 = 0 0 損害 の 賠 償 . 酷使虐 待 . 登記 な ど

衷 f t (a
㊨

家 庭 裁 判 所
夫 婦 . 親 子 . 失 綜 者 . 遺 言 . 戸 籍 .

1 0 3
1 3 : 0 0 一- 1 6 : 0 0 扶 養 . 離 婚 . 相 続 人 な ど

登 記 相 談
㊨ 司 法 書 士 会 相 続 . 遺 言 . 贈 与 . 抵 当権 . 賃 借 .

9 5
1 3 : 0 0 ~ 1 6 : 0 0 熊 本 支 部 供 託 . 雇 用 . 保 証 . 金 銭 . 土地 な ど

法 律 相 談
㊨

弁 護 士 会
話 し合 い や 調 停で 解 決 で きない もの

3 4 2
1 3 : 0 0 - 1 6 = 0 0 法律 を 必 要 と す る も の . 訴 訟 な ど

元 直事故相談

常 時 開 設 専 門 相 談 員
損害賠 償 の請 求 方 法 . 示 談 . 調 停 .

訴訟 . 被 害 者 の 更 生な ど
6 5 4

㊥ 9 : 0 0 - 1 6 :0 0 弁 護 士 会

.i ii(荏) o相談コーナ1も　在民相談課内でいずれも無料

O金曜日の法律相詠も　当日8人に限り_整理券を発行
o相談件数は5 0年度実績

ウ　市政懇談会

「龍田校区有政懇談会」 「田迎町づくりの会懇談会」が開催され.それぞれの会場でくも　自治会関係

者や地区市民から、環境整備や公共施設の建設など地域に密着した問題について意見・要望が出された。

まち　有婦人会連絡協議会の主催により「市政を語る婦人の集い」が開かれ　約7 0 0名の婦人会会

員が参集し、婦人の立場から、日常生活に関連した問題が提起された,

これらに対L　市側からは古瓦助役のはか.関係局部長が出席し、回答・説明がなされた。

その他の広聴会

公民館の学習グループ(婦人学級)による「市長を囲む昼食会」 、まち　託麻原校区自治会による

「地域環境診断」 、古pTA連合協議会による「通学環境/くトp-ル」等があり.有側との意見交換が

行われた。

また,古が主催する「施設めぐり」では市威員との「車中懇談」と、昼食時に、市長を囲んだ懇談会

を開いた。

エ　市政モニター制度

市民の市政に関する徽古政の諸問題に対する意見等を組織玖系統的に継続して聴くことにより、
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1

世論の動きと行政効果を把握し.市民の意思を市政に反映させる一環とするため市政モニター制度を設

けている。 -モニターの職務t.市の設問事項に対する回現　懇談会への出席等であり、その任耕L　当

該年度の1年となっているoまた,モニターの定数についてtも　昭和5 0年度は応募によるもの1 00

名となっている。

おもな活動

07ンケ-ト

第1回　「地域環境と都市づくり」

第2回　「都市の美イu

第3回　「市政だより」

第4回　「公共下水道とし尿処理」

o関係行事　　連絡会議・懇談会

7　事　務　改　善

(1)経過と現況

太古の事務改亀能率向-B*.昭和3 0年代の初期における校区出張所の統廃合や1会計機等の導入による

事務機械化をはじめとして,今日までの1 0数年闇にわたり,税務専務、窓口尊敬　文書事務.給与事務など

各分野で数多くの改善_　能率化の施策が実践されてきた。

これらの中て　もっとも重要な意義を持ちt太古における事務近代化の基経づくりとなる具体的成果として

lも　つぎの三つをあげることができる。

o電子計算センター-の委託による大量計算業務の枚械化

o窓口事務の改善、一本化と.住民記録の統合整備

o文書管理の改善と、浄書印刷業務の集中処理

しかし.従来の事務改執t.どちらかといえは部分的な事務作業面の改善合理化対症療法的な現状打開策

に終始しがちであり、全庁的視野に立って事務の機能を体系化し、絵合札　かつ、計画的に事務の管哩改善の

推進をはかる姿勢が不十分であった。 _

電算機の利用も民間委託という便宜の形態であり、定型的な大量計算事務の枚械化にとどまっているなど多

くの問題点が残されている。

一方.新らしい市庁舎の建設についても.今後本市全体の行政運営の効率化という視点から事務の抜本的な

改善による近代化をより一層積極的に推進する突放を迎えようとしているO
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(2)各種事務改善状況

ア　電子計算権による事務機械化状況
(民間の電子計募センター-委託処理)

電 子 計 算 処 理 委 託 業 務 委 託 年 月 委 託 ′料 比 率

市 県 民 税 賦 課 .計 算 事 務 昭 4 1 .

円

2 4 ,7 2 9 ,4 2 0

*
1 5 .2

固 定 資 産 税 賦 課 計 募 事 務 4 1 . 1 0 3 3 ,3 6 4 ,0 2 0 2 0 .4

軽 自 動 車 税 賦 課 計 算 事 務 4 3 . 4 4 ,6 2 7 ,3 0 0 2 .8

3 税 収 納 消 込 事 務 4 3 . 1 2 .3 8 5 .0 8 0 7 .6

納 税 組 合 事 務 費 計 算 事 務 4 7 . 4 2 ,3 5 0 ,6 5 1 1 .4 、

国 民 健 康 保 険 料 朕 課 消 込 事 務 4 2 . 3 5 .0 0 0 ,8 6 0 2 1 .4

児 童 手 当 計 算 事 務 4 8 . 4 9 8 5 ,8 8 2 0 .6

保 育 料 措 置 費 計 算 事 務 5 0 . 4 ,0 4 7 ,6 0 0 2 .5

下 水 道 受 益 者 負 担 金 計 算 事 務 4 1 . l l 1 ,0 6 9 ,7 0 0 0 .7

区 画 整 理 換 地 計 算 事 務 5 0 . 7 ,5 9 7 ,0 0 0 4 .7

市 債 統 計 事 務 4 3 . 1 7 9 ,6 8 0 0 .1

職 員 給 与 計 算 事 務 4 3 . 1 2 ,6 8 2 ,5 7 1 7 .8

職 員 健 康 保 検 報 酬 計 算 事 務 4 4 . 4 3 7 6 ,0 0 0 0 .2

水 道 料 金 等 計 算 事 務 4 2ー1 2 2 1 ,8 5 9 ,0 0 0 1 3 .4

交 通 局 職 員 給 与 計 算 事 務 4 4 . 1 ,9 1 8 ,0 0 0 1 .2

合 計 1 6 3 ,1 7 2 .7 6 4 1 0 0

(荏)　委託料は5 0年度決算見込額

イ　窓口事務の改善と住民記録の統合整備状況

主 要 改 善 事 項 実施年月 主 要 改 善 事 項 実 施年 月

窓口壕境の改善整 備 昭4 1. 9 窓口事務の処理方法の改善 昭 4 2. 2

0 庁舎改造模様 香工事、 冷暖 房設備 ~ 4 2. 2

( 第 1次 )
0 一部横割 り流れ作業方式の採用 (第 1 次 )

4 3.1 2
O オープンカ.ウンク→折設、来庁市 民ス 4 3. 7

0 連絡搬送機器の導入 ( 〈Uレトコ/ (第 2 次 )

4 1. 9

ノ← ス の拡張 -4 3.1 2 べ7 .気送 管. インターホーン等 )

0 庁内案内板の設置、窓 口表示板の (第 2次 )

4 2 . 2

0 即刻処理 業務 と事後処理業務の分

改善整備 離、記録 事務の タイプ化

窓口事務の】 本化 その他 の改善 事項

0住民異動の届出手続の簡素化 0 庁 内窓 口配置の合理化

0 同届書∴受付窓 口の一 本化 4 2.l l

4 3 .1 2

4 3 .

( 市 民課窓口の東地区、 西地区分 ′-4 2 . 2
( 第 1 次 )

4 3 . 7( 住民、配給、選挙、 国保、年金 割、市 民相談課寮内窓 口、教委就

の異動手続 ) 学 窓口、 水道料金窓 口等の集中開 -4 3 .1 2

0 証 明請求窓 口、交付窓口の専門化 設、市金庫の移 転等 ) ( 第 2 次 )

住 民記録の統 合管理 0 市民相談 課の新装 開設 と相談内容 4 6.1 0

4 7. 2

4 7. 7

4 9. 4

0 住民基本台帳の整備 の充 実強化 ( 南新館 1 階 )

(住 民、配給、選挙、 国保、年金 - 4 3 .1 2 0 戸籍、住 民票等の証明書の電話 に

等 の資格に関す る記録 を統 合) よる申込 の受付

0 戸籍、住 民基本台帳等の保管用具 0 市税等の公金収納窓 口の拡充 (収

の改善垂備 ( ピジプルVコーダ等 ) 納 代理 金融機関 4 8 カ所 を追加指

定 )

0税 の口座振込制度の開 始

-44-

#・



ウ　文書管理の改善と浄書印刷業務の集中化状況

主 要 改 善 事 項 実 施年 月 主 要 改 善 事 項 . 実施 年月

文書 集配の合理化 昭 3 8 .1 0

4 2 . 7

3 8 . 7

文書の分類塵理 (未 施行 )

4 3. 1

タイプ集刊 ヒ

0 メールボーイ制 度 0文書 分類表作成

本庁舎内各課 との間の文書集配 0 フアイ1)ングシステムの一部採用

(職員 4 人 ) 浄書 印刷 の集中管理

0 メI ル カ- 制度 0 浄書室 の設匿、運営

本庁舎 と各 出先機関 との間 の文書 竜式 ジア ゾ複写機 1 合 機械

集配 ( タクシ一階上. 職員 1 人同乗) 静電式複写機 1 台 保有

文書作 成の標準化

0 公用文に関す る規程の制定

0公 文書の種類 と定 義、書 式、用字

三7 * y im m 2ra m m 1 纏

用語等の体系的 な標準 化 (各課のタイ プ浄書、 複写、印届-l 製 4 4 . 4

( 文書規程 との一体的 運用 ) 帳等を集 中処理 )
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